
様式１ 

県立波崎高校学校【総合的な探究の時間計画】（令和８年度） 

 

学校の教育目標 

・生徒、保護者、地域の信頼に応え、生徒の夢や希望を実現できる学校を目指すとともに、地域を愛し、

地域に貢献する人材育成を目指す。 

・学習活動や部活動、ＨＲ活動等の学校生活をとおして、心身ともに健やかな、社会人としての資質、

素養を兼ね備えた人材育成を目指す。 

 

総合的な探究の時間の評価 

目標と育成する資質・能力 学習評価 配慮を必要とする生徒への支援方

法 

・生徒自ら学ぼうとする意欲を高め、

基礎学力を身につける 

・キャリア目標に必要な教科等を把

握し、継続的、自立的な学習ができる 

・基本的な生活習慣と、心身ともに健

康で情緒豊かな心の育成を目指す 

・主体的に学習に取り組む態

度、継続して努力する力 

・多様な人々と協働しながら社

会の変化を乗り越える力、豊か

な人生を切り拓く力 

・自ら考えて行動し実践する力 

・生徒固有の興味関心を伸ば

す指導 

・多様な特性に対応できる環

境づくり 

・行動や感情をコントロール

できる自律性を 養う指導 

 

各学年における主な取組内容  

「総合的な探究の時間」を課題研究等で代替している場合の科目名（工業科：課題研究２・３年次） 

学年 主たる探究課題及び学習活動 外部との連携 育成を目指す生徒像 

 

１年 

 

・修学旅行先である沖縄について（歴

史、文化、基地問題等）の調べ学習 

・年度末に調べた内容について発表を

行う。 

なし ・自ら学ぶことのでき

る態度とスキルが身に

付いている 

 

２年 

 

・興味がある分野や職業について深く調

査したり、キャンパスツアー等を通じて学

問や職業への関心を深めたりする。 

・地元の産業や環境、福祉等の現状を

調査し、自分たちの課題を設定し、高校

生の視点から改善に向けた解決策を外

部との交流を通じて立案し、発信する。 

 

 

 

鹿島建設 

・自分の将来について

主体的に考え、意思決定

することができる。 

・適切な言葉遣いやマ

ナー、公共の場での規範

意識を実践的に身に付

ける。 

 

３年 

（ 科 目

名） 

自身の進路目標を、単なる「合格」や

「就職」という点に留めず、社会の中

で自分がどのような役割を担いたい

のか（社会的意義）と結びつけ、その

実現に向けた具体的な道筋を自ら構

築する。 

・年度末に活動報告書として、レポー

トや新聞として表現する。 

なし 誰かに言われてやるの

ではなく、卒業後も自ら

学びを更新し続ける「学

びの主体」であること。 

 


